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テーマ 騒音トラブル

１ テーマ 生活上のトラブルについて

２ 考察

、 。 、過去及び将来の人生において 他人とのトラブルは数多く発生する そのときにどのように考え

どのように対応したらよいか、その方法を身につけておく必要がある。

ここでは、法に触れてはいないが生活上発生するトラブルについて具体的事例を挙げ、どう対処

したらよいかを考察させる。ピアノ練習という社会的に認められている出来事と、それに伴う社会

的に認められない騒音の防止という対立する２つの現象を取り上げ、どちらが優先されるか考えさ

せる。

立場が異なれば考え方も異なるため、双方の立場に立った考え方も必要であり、それを比べた上

。 、 。で自分の立場を明確にさせる その上で 両者を納得させるようなルール作りについて考えさせる

３ 単元

［環境権］など

私の専門は地理であり、公民の授業は持っていない。そこで特定の単元に捕らわれず自由に考え

てみた。現代社会、政治・経済、倫理いずれでも利用可能である。

４ 実施日・実施クラス

（省略）

５ 本時の計画

学習内 時間 学習活動 指導上の留意点

導 本 時 の 予 生 活 上 の ト ラ ブ ル は 今 後 ワ ー ク シ ー ト を 配 付 し 、

入 告 ・ 学 習 も 十 分 起 こ り う る こ と を 認 各 自 が 記 入 し 提 出 し た５

の 意 義 ・ 識する。 後に評価を付け、成績に分

やり方 入れることを伝える

展 個別学習 事 例 の 文 章 を 読 み 、 ト ラ 対 立 す る 二 つ の 立 場 の

開 ブ ル と な っ て い る 問 題 の うち 自分 は どち ら 側の 立２

内 容 ・ 解 決 方 法 ・ ル ー ル 場に立つかを明確にした５

作 り に つ い て 考 察 し 、 ワ 上で、反対の立場に立っ分

ークシートを記入する ても考えさせる

グ ル ー プ ５人グループを作り 、記入 各 グ ル ー プ の 代 表 者 を

学習 したワークシートの内容を 決めさせ 、進行 ・まとめ ・１

各 自 が 発 表 す る 。 他 の 人 発表をさせる０

の 発 表 を 聞 い て 気 づ い た分

ことをまとめる

全体学習 各 グ ル ー プ の 代 表 者 が 、 他 の グ ル ー プ の 発 表 を

話 し 合 い の 結 果 ま と め た 聞 い て 気 づ い た こ と な ど５

ル ー ル に つ い て ク ラ ス 全 を ワ ー ク シ ー ト に 記 入 す分

体に発表する。 るように伝える

ま ワ ー ク シ ５ ワークシートをまとめて提 次回に記入した結果をま

と ー ト の 完 出する と め て 発 表 す る こ と を 伝分

め 成 える

６ 評価の観点

( )関心・意欲・態度

・身近に発生しうる生活上のトラブルに対し七関心を持ち、学習に取り組む意欲を強く持って
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いるか。

、 。・課題に対して積極的に考えたり話し合ったりして 意欲的に学習に取り組むことができたか

( )思考・判断

・いろいろな条件を勘案しながら、適切に考察することができたか。

Ｉ・対立する２つの立場のそれぞれに立って考え、どちらの方がより適切であるか、根拠を示し

て正しく判断することができたか。

( )技能・表現

・事例の文章から問題点や条件などを適切に読み取ることができたか。

・考察した結果をワークシートに適切にまとめ、グループ内及びクラス全体の中で分かりやす

く発表することができたか

( )知識 理解・

・社会生活を送る上で、立場の違いにより他人との間でいろいろなトラブルが発生しうることを

理解できたか。

７ ワークシートの記入結果

（省略）

８ 実践のまとめ

（省略）

９ 参考資料

この教材作成後に、群馬弁護士会法教育委員会の弁護士に見ていただいた。そこで紹介され

た騒音基準についての資料を次に記す （ より）。 http://env.go.jp/kijun/oto1-1.html

環境基本法（平成５年法律第９１号）第１６条第１項の規定に基づく騒音に係る環境基準に

ついて次のとおり告示する。

環境基準は、地域の類型及び時間の区分ごとに次表の基準値の欄に掲げるとおりとし、各類

型を当てはめる地域は、都道府県知事が指定する。

基準値地域の類型

昼間 夜間

AA ５０デシベル以下 ４０デシベル以下

A及びB ５５デシベル以下 ４５デシベル以下

C ６０デシベル以下 ５０デシベル以下

（注）１ 時間の区分は、昼間を午前６時から午後１０時までとし、夜間を午後１０時から翌日

の午前６時までの間とする。

２ ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など

特に静穏を要する地域とする。

３ Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。

４ Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。

５ Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される


